
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
の
11
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
と
し
て
平
成
27
年
度
各
会
計
予
算
案
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
に
よ
る
給
付
費
制
度
の
導
入
に
伴
う
幼
稚
園
・
保
育

所
の
条
例
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
議
案
43
件
、
意
見
書
案
５

件
を
原
案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
日
に
は
３
名
の
議
員
が
任
期
最
後
の
一
般
質
問
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

ほう おん しゃ とく

感謝の四字熟語「 報 恩 謝 徳 」
（意味） 受けためぐみや恩に対してむくいようと、感謝

の気持を持つこと。
第
１
回
定
例
会
の
主
な
議
題

（3月19日任期最後の議長あいさつ）

（3月19日各委員長からの報告）

（3月19日定例会最終日）
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（3月13～18日予算審査特別委員会）

【２月】
2/ 4 行政常任委員会

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正の概要

・行政不服審査法関連３法の概要

・共同浴場の現状

・赤平市子ども・子育て支援事業計画等

・第６期赤平市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

・第３次地域主権改革一括法に伴う条例制定に係るﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄの実施結果

・赤平市住生活基本計画・赤平市公営住宅等長寿命化計画

・赤平市いじめ防止基本方針

2/25 行政常任委員会

・市立赤平総合病院の経理状況(11・12・1月分)

・あかびらガンバレ応援寄附金の特典事業

・市税等の納付機会の拡充 他

【３月】
3/ 4 議会運営委員会

3/ 9 第1回定例会(～19日)

3/ 9 議会運営委員会

3/ 9 予算審査特別委員会

3/10 行政常任委員会

・赤平市行政手続条例・赤平市特別職の

職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例及び赤平市特別職報酬等審議会条例・赤平市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員，設備及び運営並びに指定・地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例・赤平市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する基

準を定める条例・赤平市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例

・赤平市教育委員会教育長の職務専念義務の特例に関する条例の制定

・赤平市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定

・赤平市地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の制定
・滝川市教育支援センターを本市の住民の利用に供させること

3/13 予算審査特別委員会（～18日）

・平成27年度赤平市一般会計,国民健康保険・後期高齢者医療・土地造成事業・下水道・霊園・

用地取得・介護サービス事業・介護保険特別会計,水道事業,病院事業会計予算

・特別職の給与に関する条例・教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例・職員の

給与に関する条例・手数料徴収条例・幼稚園設置条例・廃棄物の資源化・再利用の促進及び

適正処理に関する条例・共同浴場条例・介護保険条例・建築確認等申請手数料徴収条例・あ

かびら市立病院使用料及び手数料条例の一部改正

・いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定，保育所設置条例の全部改正

定例会・ 予算審査の様子
あたたかな陽気も感じる今日この頃でありますが、いかがお過

ごしですか。この度の定例会を経て今期最後のかわら版発刊と

なりました。これまで、定例会ごとに作成を続け、振り返ってみると

33号目となります。ご愛読いただいた皆様に心より感謝申し上げま

す。新年度からもより良い赤平の発展を皆様とともに願いつつ、最

後の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

※このかわら版のお問い合わせは、赤平市議会かわら版編集委員会 TEL32-1858までお願いいたします。
また、赤平市議会のホームページでもご覧いただけます。

かわら版編集委員会 植村・五十嵐・向井・竹村
（かわら版印刷作業風景

議員みんなで手作りです）

（3月19日定例会最終日の高尾市長と若山議長）

（3月19日 任期最後に全議員での記念写真 議場にて）

編

集

後

記



五
十
嵐

美
知

【
質
問
】
人
口
減
少
社
会
の
中
、
国
が
示

し
て
い
る
地
方
創
生
の
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
と
「
地
域
再
生
計
画
」
が
、
あ
か
び

ら
創
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す

の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
地
方
版
総
合
戦
略
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
言
わ
れ
、

各
分
野
の
政
策
目
標
や
基
本
的
方
向
性
等

を
明
示
し
、
雇
用
創
出
、
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
政
策
全
般

に
わ
た
る
戦
略
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

予
想
を
上
回
る
速
さ
で
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
い
ち
早
く
推
し
進
め
る
必

要
が
あ
り
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教

育
・
育
成
や
若
年
層
の
方
々
が
住
み
た
い
、

住
み
続
け
る
事
が
で
き
る
環
境
整
備
に
重

点
を
置
い
た
戦
略
、
高
齢
者
が
生
き
が
い

を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
地
域
再
生
計
画
は
、
地
域
再
生
法

に
基
づ
き
、
地
域
産
業
の
振
興
、
生
活
環

境
の
改
善
、
観
光
・
交
流
の
促
進
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
地
域
再
生

を
図
る
た
め
に
取
り
組
む
個
別
事
業
や
実

施
す
る
た
め
の
国
の
支
援
措
置
等
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
定
め
る
実
施
計
画
と
な
る
。

作
業
手
順
と
し
て
、
地
方
版
総
合
戦
略
を

策
定
し
、
基
本
的
方
向
性
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
具
体
化
す
る
地
域
再
生
計
画
を

策
定
し
、
そ
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
構

造
改
革
特
別
区
域
法
の
現
行
法
に
と
ら
わ

れ
ず
、
大
胆
な
発
想
を
持
ち
、
市
民
や
関

係
機
関
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、
策
定
作

業
に
当
た
っ
て
い
く
。

【
質
問
】
き
れ
い
な
ま
ち
な
か
景
観
と
居

住
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
か
び
ら
新
時
代

を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
し
て
欠
か
せ
な

い
重
要
な
課
題
に
な
る
と
思
う
が
、
当
市

の
現
状
は
、
ま
ち
な
か
に
生
活
環
境
が
整
っ

て
い
る
の
で
、
空
き
店
舗
の
活
用
や
居
住

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、
あ
か
び

ら
新
時
代
に
向
け
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
。

ま
た
、
商
店
街
の
景
観
整
備
は
、
ま
ち
の

顔
と
し
て
大
事
な
要
素
で
あ
り
、
樹
木
な

ど
も
な
い
状
況
で
殺
風
景
で
は
な
い
か
と

思
う
が
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
商
店
街
の
空
き
地
・
空
き
店
舗

対
策
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
市
と

商
工
会
議
所
で
は
共
同
で
調
査
を
進
め
て

い
る
。
住
宅
政
策
も
鑑
み
、
中
心
市
街
地

活
性
化
法
や
地
域
再
生
計
画
な
ど
で
合
致

す
る
も
の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
含
め
検

討
し
て
い
く
。
商
店
街
の
街
路
樹
に
つ
い

て
は
、
緑
の
保
全
や
都
市
景
観
、
ま
ち
づ

く
り
の
上
か
ら
も
果
た
す
役
割
は
重
要
で

は
あ
る
が
、
沿
線
住
民
の
負
担
等
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
元
町
内
会
等
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
十
分
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

向
井

義
擴

【
質
問
】
炭
鉱
歴
史
資
料
館
が
あ
る
旧
住

友
赤
平
小
学
校
は
借
地
で
あ
り
、
資
料
館

部
分
を
買
い
取
っ
て
小
学
校
を
早
期
に
解

体
し
返
還
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
現
在
の
炭
鉱
歴
史
資
料
館
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
、
電
気
を
切
り
替
え
、

収
蔵
施
設
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
、
研

究
・
学
習
目
的
の
場
合
の
み
一
部
公
開
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
旧
住
友
赤

平
小
学
校
の
解
体
や
上
下
水
道
の
埋
設
物

等
も
あ
り
、
直
ち
に
返
還
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
今
後
は
、
遊
休
公
共
施
設
整
備

計
画
を
踏
ま
え
た
う
え
で
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
農
業
問
題
に
つ
い
て

①
百
戸
町
に
あ
る
市
所
有
農
地
の
活
用
に

つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
百
戸
町
の
市
所
有
農
地
は
、
試

験
栽
培
用
と
し
て
持
っ
て
い
た
土
地
で
あ

り
、
農
業
委
員
会
に
現
況
を
確
認
し,

土

地
利
用
を
検
討
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

②
基
盤
整
備
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
過
去

に
実
施
済
み
で
あ
る
が
一
部
の
農
業
者
か

ら
新
た
に
基
盤
整
備
を
行
い
た
い
と
の
要

望
が
出
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
れ

を
踏
ま
え
実
施
要
件
を
満
た
し
た
農
業
者

に
対
し
、
こ
の
事
業
の
採
択
申
請
に
向
け
、

調
査
等
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
町
内
会
に
対
す
る
助
成
と
町
内

会
館
の
維
持
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
助
成
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
推
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
均

等
割
を
４
万
円
か
ら
５
万
円
に
、
世
帯
割

を
１
２
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
引
き
上
げ
、

町
内
会
街
路
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業
交
付

金
に
つ
い
て
も
電
気
料
金
の
改
定
を
考
慮

し
、
交
付
率
を
45
％
か
ら
65
％
に
引
き
上

げ
た
。
町
内
会
館
は
、
平
成
27
年
度
に
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
並
び
に
第
５
次

赤
平
市
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
に
基
づ

く
、
町
内
会
館
施
設
活
用
方
針
を
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
町
内
会
連
合
会
の

会
議
で
説
明
し
て
い
る
。
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
大
規
模
改
修
費
用
の
課
題
や
利
用

率
低
下
に
伴
う
収
入
不
足
を
市
が
支
援
し

続
け
る
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
、
可
能
な

限
り
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
今
後
、
町
内
会
役
員
と
十

分
協
議
し
て
い
き
た
い
。

公明党

民主クラブ

【
質
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

に
つ
い
て

【
答
弁
】
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
お
う
と
す
る
方
々
の
自
発
性
や
考

え
方
を
尊
重
し
た
中
で
、
そ
れ
を
後
押
し
、

応
援
す
る
の
が
行
政
の
役
割
で
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
も
話
し
合
い
の
場
を
通
じ
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
れ
る
方
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
必
要
な

支
援
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
対

応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

竹
村

恵
一

【
質
問
】
平
成
27
年
度
予
算
は
、
前
年
度

対
比
で
６
．
２
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
年
々
歳
入
が
減
少
し
て
い
る
中
で
事

業
を
拡
大
・
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
今
後
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
中
心
と
す
る
総
合
計
画
の
後
期
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

【
答
弁
】
人
口
減
少
対
策
を
柱
に
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
く
新
規
施

策
、
赤
平
市
町
内
会
連
合
会
へ
の
支
援
拡

大
な
ど
直
面
す
る
課
題
に
対
処
し
つ
つ
、

継
続
事
業
と
し
て
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
行
く
。
更
に
は
、
児
童
福
祉

施
設
等
整
備
計
画
の
策
定
、
町
内
会
館
施

設
活
用
方
針
策
定
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
と
の
調
整
を
図
り
検
討
し
て
い
き
、

高
齢
者
施
策
を
講
じ
る
こ
と
は
当
然
な
が

ら
、
次
世
代
の
子
ど
も
達
や
子
ど
も
を
育

て
る
若
年
層
に
対
す
る
戦
略
が
最
も
重
要

と
考
え
若
年
層
も
取
り
込
み
今
後
協
議
し

て
い
く
。

【
質
問
】
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
当
市
は
適
正
配
置
計
画
に
よ
り
小
中
学

校
の
統
合
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も

各
地
域
と
学
校
の
密
着
し
た
教
育
を
推
進

す
る
た
め
の
教
育
環
境
づ
く
り
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】

学
校
で
は
学
力
・
体
力
の
向

上
や
道
徳
を
含
め
た
心
の
育
成
と
と
も
に

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
教
育
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
を
地
域
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
「
地
域
参
観
日
」
な
ど
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。
市
教
委
と
し
て
も
学
校

と
地
域
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
持
っ
て

い
く
か
は
時
代
背
景
と
と
も
に
大
変
難
し

い
課
題
と
感
じ
て
い
る
が
、
互
い
の
関
係

を
近
く
し
、
有
用
な
繋
が
り
の
構
築
と
な

る
よ
う
に
働
き
か
け
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
。

②
当
市
の
２
つ
の
中
学
校
は
適
正
配
置
計

画
の
中
で
平
成
28
年
に
現
赤
平
中
学
校
を

一
部
増
改
築
し
た
後
に
統
合
を
予
定
し
て

い
た
が
、
計
画
が
変
更
さ
れ
、
赤
平
高
校

閉
校
後
の
跡
地
利
用
に
よ
る
新
築
後
の
統

合
を
目
指
す
計
画
と
な
っ
た
が
、
今
後
の

進
め
方
や
内
容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】

赤
平
高
校
閉
校
後
に
道
教
委

に
よ
る
解
体
の
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、

統
合
中
学
校
は
新
築
す
る
こ
と
が
最
適
と

考
え
２
年
先
延
ば
し
と
な
る
が
平
成
30
年

統
合
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
現
在

は
規
模
や
整
備
の
方
向
性
な
ど
建
設
に
向

け
た
課
題
整
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
校
舎

は
現
赤
平
高
校
校
舎
跡
と
し
、
駐
車
場
な

ど
含
め
た
環
境
整
備
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
も
現
在
地
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

平
成
26
年
度
内
に
基
本
構
想
策
定
、
27
年

度
中
に
は
建
設
の
基
本
計
画
策
定
、
28
年

度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
そ
の
後
に
校
舎

建
設
を
行
う
計
画
で
あ
る
。
市
教
委
と
し

て
は
国
庫
補
助
の
基
準
内
で
は
狭
小
と
な

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
多
少
の
財

政
負
担
も
考
え
、
さ
ら
に
教
職
員
等
の
現

場
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
教
育

環
境
を
整
え
た
い
。

新政クラブ

◎意見書５件 可 決

① 安全・安心の医療・介護の実現，医療・介護従事者の大幅増員と処遇改善を求める意見書

② 農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書

③ ドクターヘリの安定的な事業継続に対する支援を求める意見書

④「核兵器のない世界に向けた法的枠組み」構築への取り組みを求める意見書

⑤ 労働者保護ルール改定にあたり慎重な対応を求める意見書


